
�愛媛県告示第３８６号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県庁及び八幡浜市

役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

富士シリシア化学株式会社

愛知県春日井市高蔵寺町２丁目１８４６番地

代表取締役 高橋 誠治

２ 事業場の名称及び所在地

富士シリシア化学株式会社愛媛工場

八幡浜市保内町川之石７番耕地１３１番地３

３ 特定施設に関する事項

ろ過施設（Ｎｏ．１ろ過器、Ｎｏ．２ろ過器）

４ 汚水等の処理施設に関する事項

中和沈殿ろ過処理施設

発 行 愛 媛 県
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告 示

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 欠

特定施設の１日当たりの使用
時間 約８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ３．０～８．０

最大 ３．０～８．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １．０

最大 １．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ４８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

１基当たり

通常 ５０

最大 ６０

設 置 年 月 日 昭和５０年４月

処 理 施 設 の 種 類 化学処理及び物理処理

処 理 施 設 の 型 式 中和沈殿処理

処 理 施 設 の 構 造 コンクリート製及び鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦１０メートル 横２０メートル 高さ３メ
ートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり４００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 中和、沈殿

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に 項 目 処 理 前 処 理 後

特 定 施 設 の 種 類 水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。）別表第１第２７号 イろ過施設

特 定 施 設 の 能 力 １基１日当たり１００トン処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後約１ヶ月

毎週（火・金）曜日発行 第１９４７号 平成２０年３月１８日

平成２０年３月１８日火曜日 第１９４７号
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５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

� Ｎｏ．１排水口

� Ｎｏ．２排水口

� Ｎｏ．３排水口

� Ｎｏ．４排水口

� Ｎｏ．５排水口

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １．５

最大 １．０

通常 ６．０～８．０

最大 ６．０～８．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １．０

最大 １．５

通常 １．０

最大 １．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 ３００

通常 ５０

最大 １２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ２５

通常 １０

最大 ２５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．５

最大 １．０

通常 ０．５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３００

最大 ４００

通常 ３００

最大 ４００

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５

最大 ７．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ０．６

最大 １．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 １２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ２５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３００

最大 ４００

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５

最大 ７．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ６．０

最大 ６．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １３

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ７

最大 ７

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５

最大 ７．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １．０

最大 １．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １３

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ２

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５

最大 ７．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １．０

最大 １．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １３

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ３

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５

最大 ７．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １．０

最大 １．０

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号
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�愛媛県告示第３８８号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

越智郡菊間町土地改良区から次のとおり役員が退任した旨の届出が

あった。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

退 任

�������
�愛媛県告示第３８９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

東温市北吉井土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任し

た旨の届出があった。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

就 任

�愛媛県告示第３８７号
大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号。以下「法」という。）第６条第１項の規定による届出があったので、同条第３項において

準用する法第５条第３項の規定に基づき、次のとおり告示する。

当該届出は、愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び西条地方局産業経済部商工労政課並びに新居浜市役所において告示の日から４

月間縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 変更の届出の概要

大規模小売店舗の名称 大規模小売店舗の所
在地 変更した事項 変 更 前 変 更 後 変 更 の

年 月 日
届 出
年 月 日

イオンモール新居浜 新居浜市前田町８番
８号 大規模小売店舗の名称 イオン新居浜ショッ

ピングセンター イオンモール新居浜 平成１９年
９月２２日

平成２０年
２月２１日

大規模小売店舗を設置する者
の代表者

イオンモール株式会
社
代表取締役
川戸義晴

イオンモール株式会
社
代表取締役
村上教行

平成１９年
３月２３日

大規模小売店舗において小売
業を行う者

イオン株式会社ほか
４１社

イオン株式会社ほか
４４社

平成１９年
６月１日
ほか

２ 意見書の提出

この告示に係る大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活環境の保持のため配慮すべき事項について意見を有する者は、告

示の日から４月以内に、愛媛県に次のとおり意見書を提出することができる。

なお、提出された意見書は、その概要を告示するとともに、愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び西条地方局産業経済部商工労

政課並びに新居浜市役所において告示の日から１月間縦覧に供する。

� 意見書に記載すべき事項

ア 提出者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名

イ 当該大規模小売店舗の名称

ウ 当該大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活環境の保持のため配慮すべき事項についての意見

� 提出先

愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １３

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ３

役員の種類 氏 名 住 所

監 事 吉 井 豊 今治市菊間町浜７６２番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 伊 賀 功 東温市西岡２０６番地

〃 田 中 康 雄 東温市樋口１１９６番地３

〃 渡 部 宗 清 東温市志津川１２４９番地２

〃 和 田 敏 明 東温市志津川７２番地

〃 中 野 進 弘 東温市志津川６８７番地

〃 宮 内 秀 東温市志津川７４番地１

〃 高 塚 荘 一 東温市志津川６３６番地４

〃 松 本 哲 郎 東温市志津川１８６８番地

〃 掛 水 一 男 東温市西岡１５３番地

〃 伊 賀 正 東温市西岡１６１番地

〃 須 川 辰 司 東温市西岡１５６番地

〃 黒 河 満 樹 東温市樋口７７４番地

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号
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退 任

�������
�愛媛県告示第３９０号
久万高原町から協議のあった町営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（かんがい排水）・中村上地区）の計画の変更は、適当と

認められるので、土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の３

第５項及び第４８条第９項において準用する同法第８条第６項の規定

により、次のとおり関係書類を縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 縦覧に供すべき書類の名称

� 町営土地改良事業（県単独補助土地改良事業（かんがい排水）・

中村上地区）変更計画書の写し

� 久万高原町分担金及び負担金賦課徴収条例の写し

２ 縦覧期間

平成２０年３月１９日から４月１６日まで

３ 縦覧場所

久万高原町役場本庁

�������
�愛媛県告示第３９１号
家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第５条第１項の規定

に基づき、ブルセラ病及び結核病、ヨーネ病、伝達性海綿状脳症、

馬伝染性貧血、家きんサルモネラ感染症等の検査を次のとおり実施

する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 実施の目的

ブルセラ病及び結核病、ヨーネ病、伝達性海綿状脳症、馬伝染

性貧血、家きんサルモネラ感染症等の発生の状況及び動向を把握

し、その発生を予防するため

２ 実施の対象となる家畜又はその死体の種類及び範囲並び実施す

る区域

� 牛のブルセラ病

� 牛の結核病

� 牛のヨーネ病

� 牛の伝達性海綿状脳症

� 馬伝染性貧血

〃 和 田 康 良 東温市樋口２８３番地

〃 相 原 道 則 東温市樋口７４１番地

監 事 山 内 国 義 東温市志津川１２５９番地

〃 大 野 史 雄 東温市志津川１５１０番地

〃 和 田 久 弘 東温市樋口９３０番地

〃 和 田 一 弥 東温市西岡１０５８番地４

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 佐 伯 清 美 東温市志津川６４５番地

〃 伊 賀 功 東温市西岡２０６番地

〃 和 田 隆 夫 東温市樋口８３３番地

〃 森 省 三 東温市志津川５１４番地

〃 武 智 昭 一 東温市志津川６９２番地

〃 松 本 哲 郎 東温市志津川１８６８番地

〃 氏 家 武 雄 東温市横河原１８４番地

〃 高須賀 四 郎 東温市志津川８１３番地

〃 大 西 時 男 東温市樋口１１２６番地２

〃 加 藤 幸 寿 東温市樋口８６番地１２

〃 和 田 定 一 東温市樋口１２５１番地

〃 岡 本 孝 弘 東温市西岡７８０番地

〃 大 西 喜 良 東温市西岡４５４番地

〃 花 山 順 一 東温市西岡１６０番地

監 事 伊 藤 正 夫 東温市志津川１８２２番地

〃 寺 澤 房 和 東温市志津川１１３番地

〃 和 田 久 弘 東温市樋口９３０番地

〃 伊 藤 卓 雄 東温市西岡６６番地

実施の対象となる牛の範囲 実施する区域

１ 種付けの用に供し、又は供する目的で

飼育している雄牛及びこれと同一施設内

で飼育しているその他の牛

２ その他知事の指定する牛

県下一円

実施の対象となる牛の範囲 実施する区域

１ 搾乳の用に供し、又は供する目的で飼

育している雌牛及びこれと同一施設内で

飼育しているその他の牛

四国中央市、新居浜市、

今治市（旧越智郡を除

く）、松山市（旧北条市、

旧中島町に限る）、伊予

市、東温市、上浮穴郡、

伊予郡、北宇和郡

２ 種付けの用に供し、又は供する目的で

飼育している雄牛及びこれと同一施設内

で飼育しているその他の牛

３ その他知事の指定する牛

県下一円

実施の対象となる牛の範囲 実施する区域

１ 搾乳の用に供し、又は供する目的で飼

育している雌牛及びこれと同一施設内で

飼育しているその他の牛

西予市（野村町大野ヶ原、

城川町、宇和町に限る）

２ 種付けの用に供し、又は供する目的で

飼育している雄牛及びこれと同一施設内

で飼育しているその他の牛

３ その他知事の指定する牛

県下一円

実施の対象となる牛の死体の範囲 実施する区域

月齢又は推定月齢が満２４ヶ月齢以上で死

亡した牛の死体のうち、牛海綿状脳症対策

特別措置法第６条第１項に基づく届出の対

象となるもの。ただし、同法同条第２項た

だし書きに該当するものを除く。

県下一円

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号
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� 家きんサルモネラ感染症（ひな白痢）

� 知事の指定するその他の疾病

３ 実施の期日

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの間において、所

轄の家畜保健衛生所長が指定する日

４ 検査の方法

� ブルセラ病、結核病、ヨーネ病、伝達性海綿状脳症、馬伝染

性貧血

家畜伝染病予防法施行規則（昭和２６年農林水産省令第３５号）

に定める方法で行う。

� 家きんサルモネラ感染症（ひな白痢）

急速凝集反応法

� 知事の指定するその他の疾病

知事の指定する方法

�������
�愛媛県告示第３９２号
家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第６条第１項の規定

に基づき、流行性脳炎の発生予防のための注射を次のとおり実施す

る。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 実施の対象となる豚の範囲及び実施する区域

実施の対象となる豚の範囲 実施する区域

１ 繁殖の用に供し、又は供する目的で飼

育している雌豚

２ 種付けの用に供し、又は供する目的で

飼育している雄豚

県下一円

２ 実施の期日

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの間において、所

轄の家畜保健衛生所長が指定する日

３ 注射の方法

ワクチン接種法

�愛媛県告示第３９３号
次の森林を保安林予定森林にする旨の通知を受けたから、森林法

（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により告示する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１� 保安林予定森林の所在場所

東温市則之内字上永野甲２１１２の１、甲２１１４の１、甲２１１４の２、

字中畦ヨリ瀧倉丙７３７の３、丙７３７の７

� 指定の目的

水源のかん養

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

字上永野甲２１１４の１・甲２１１４の２・字中畦ヨリ瀧倉丙７

３７の３・丙７３７の７（以上４筆について次の図に示す部分

に限る。）

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

２� 保安林予定森林の所在場所

松山市窪野町乙５０８の７、乙５０８の６８、乙５０８の７０、乙５０８

の７２から乙５０８の７５まで、乙５０８の１９５、乙５０８の１９７、乙５

０８の１９８

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

窪野町乙５０８の７・乙５０８の７０・乙５０８の７２から乙５０８

の７５まで・乙５０８の１９７（以上７筆について次の図に示す

部分に限る。）

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

３� 保安林予定森林の所在場所

伊予郡砥部町大角蔵３６０の１、３６３

� 指定の目的

土砂の崩壊の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 主伐は、択伐による。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

実施の対象となる馬の範囲 実施する区域

１ 種付けの用に供し、又は供する目的で

飼育している雄馬

２ 競馬法（昭和２３年法律第１５８号）によ

る競馬に出場する馬

３ その他知事の指定する馬

県下一円

実施の対象となる鶏の範囲 実施する区域

人工ふ化の用に供し、又は供する目的で

飼育している鶏
県下一円

実施の対象となる家畜又は
その死体の範囲 実施する区域

知事の指定する家畜 県下一円

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９１
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イ 立木の伐採の限度

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係

書類を愛媛県庁並びに関係市役所及び砥部町役場に備え置いて縦覧

に供する。）

�������
�愛媛県告示第３９４号
漁船損害等補償法（昭和２７年法律第２８号）第１１２条の２第２項の

規定による届出を審査した結果、次の加入区について、同法第１１２

条第１項の規定による同意があったと認めたので、同法第１１２条の

２第３項及び漁船損害等補償法施行規則（昭和２７年農林省令第１８号）

第２６条の３の規定により告示する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

（宇和島地方局管内）

岩松加入区

�愛媛県告示第３９５号
漁船損害等補償法（昭和２７年法律第２８号）第１１３条の２第１項第

１号の規定により、次の加入区について、漁船損害等補償法に基づ

く付保義務の発生（平成１６年３月愛媛県告示第５３７号）による保険

に付すべき義務は、平成２０年３月１７日限り消滅したので、同条第２

項及び漁船損害等補償法施行規則（昭和２７年農林省令第１８号）第２６

条の３の規定により告示する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

（宇和島地方局管内）

岩松加入区

�愛媛県告示第３９６号
建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２８条第３項の規定に基づき、次のとおり建設業者の営業の停止を命じた。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第３９７号
建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２９条第１項第４号の規定に基づき、次のとおり建設業者の許可を取り消した。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

許 可 番 号 許 可
年 月 日

商 号 又
は 名 称 代表者氏名 主 た る 営 業 所

の 所 在 地
営業の停
止を命じ
た年月日

営業の停止を命
じた建設業の種
類

営業の停止を
命じた期間

営 業 の 停 止 を 命 ず る
原 因 と な っ た 事 実

（般－１９）第４６
１９号

平成１９年
５月１０日

株式会社
篠原鉄筋

篠原 喜文 新居浜市船木５０９５
－１

平成２０年
３月１８日

鉄筋工事業 平成２０年３月１８
日から平成２０年
３月２４日
（７日間）

株式会社篠原鉄筋は、二次下
請人として施工に携わった観音
寺市発注の豊浜町総合体育館新
築工事において、建設業の許可
を受けていない者と許可を要す
る建設工事の下請契約を締結し、
また、当該工事現場に配置する
主任技術者を専任の者としなけ
ればならないにもかかわらず、
当該専任の義務を怠り、さらに、
三次下請負人である個人事業主
を自社の二次下請工事における
主任技術者であるとする虚偽の
報告を行った結果、本来行うべ
き当該三次下請契約に関する元
請への通知を怠った。

許 可 番 号 許 可
年月日 商 号 又 は 名 称 代表者氏名 主たる営業所の所在地 取 消

年月日
取 り 消 し た
建 設 業 の 種 類

取消しの原因
となった事実

（特－１７）第１００３１号 平成１７年
１２月１６日 ㈱新建設 玉井 久視 松山市喜与町１－５－５ 平成２０年

２月５日

土木工事業
建築工事業
とび・土工工事業
ほ装工事業
しゆんせつ工事業
造園工事業
水道施設工事業

建設業の廃止

（般－１７）第１５７６６号 平成１７年
６月３０日 米田鈑金店 米田 照伸 宇和島市三間町是能６６２ 平成２０年

２月７日
屋根工事業
板金工事業 建設業の廃止

（般－１４）第１５２５０号 平成１５年
２月１９日 岡本建設㈲ 岡本 勝行 松山市勝岡町１５４－２ 平成２０年

２月８日

左官工事業
鉄筋工事業
板金工事業
ガラス工事業
塗装工事業
防水工事業
熱絶縁工事業
建具工事業

建設業の廃止
（一部）

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号
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�愛媛県告示第３９８号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、松山地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第３９９号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、松山地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第４００号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、今治地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

（般－１８）第６３２３号 平成１８年
８月１８日 友新㈱ 浜田 洋輔 新居浜市新田町３－２－

１８
平成２０年
２月１２日

機械器具設置工事業
熱絶縁工事業 建設業の廃止

（般－１６）第１２９９９号 平成１７年
３月１３日 長尾建設㈲ 長尾 三郎 松山市浅海原甲１８４ 平成２０年

２月１２日 建築工事業 建設業の廃止

（般－１９）第１５０１１号 平成１９年
５月１４日 フェンス松山 和田 善樹 松山市馬木町１００２－６ 平成２０年

２月１２日 とび・土工工事業 建設業の廃止

（般－１７）第１５８５５号 平成１７年
１１月２８日 ㈲たくみ工業 中村 美子 宇和島市保田甲９３６－１ 平成２０年

２月１２日
土木工事業
管工事業
水道施設工事業

建設業の廃止

（般－１９）第１０６０８号 平成１９年
９月１日 北浜工業㈱ 魚本 清司 八幡浜市郷４－３７４－３ 平成２０年

２月１３日

ほ装工事業
塗装工事業
造園工事業
水道施設工事業

建設業の廃止
（一部）

（般－１６）第７０２２号 平成１７年
１月２２日 ㈲大和工業 菊池 武 宇和島市高串１－６３１－

１
平成２０年
２月２１日

建築工事業
鋼構造物工事業 建設業の廃止

（特－１８）第５９８号 平成１９年
１月２５日 大蔵建設㈱ 佐伯 碩也 松山市北条１１８０ 平成２０年

２月２５日
土木工事業
とび・土工工事業
水道施設工事業

建設業の廃止

（般－１４）第１５２６９号 平成１５年
３月２０日 ㈱富士産業 大西富士一 四国中央市金田町半田甲

３２０－１
平成２０年
２月２５日

土木工事業
建築工事業
とび・土工工事業
石工事業
鋼構造物工事業
ほ装工事業
しゅんせつ工事業
水道施設工事業

建設業の廃止
（一部）

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 中野川総津線
伊予郡砥部町総津１６３２番３から

同町総津１６３４番２まで

旧 ３．０～５．５ ０．２００

新 １４．０～５３．８ ０．２００

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 中野川総津線 伊予郡砥部町総津１６３２番３ 平成２０年３月１８日

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 岩城環状線
越智郡上島町岩城５５７７番３から

同町岩城５５７１番３まで
平成２０年３月１８日

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９３
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�愛媛県告示第４０２号
国土利用計画法（昭和４９年法律第９２号）第９条第１項の規定に基

づき、昭和５６年４月２１日改定した愛媛県土地利用基本計画の一部を

次のように変更した。

変更後の土地利用基本計画図は、愛媛県庁、各市役所及び各町役

場において一般の縦覧に供する。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

別添土地利用基本計画図の一部を次のように改める。

（図面省略）

�愛媛県告示第４０１号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�公 告

技能検定の合格者について

職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）に基づき平成１９年１２月３日から平成２０年２月２４日までの間に実施した技能検定の合格者は、

次のとおりである。

平成２０年３月１８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

１９松局建（開）第５９号

平成２０年３月５日 伊予郡松前町大字昌農内字宮ノ角４７０番１

西条市中野乙３０１番地

� 木 敏 弘

伊予郡松前町大字昌農内６４７番地８

� 木 榮 見 子

機械加工

特級

受 検 番 号

Ｃ １

半導体製品製造

特級

受 検 番 号

Ｂ ７

工場板金（機械板金作業）

２級

受 検 番 号

Ａ甲 ２

機械検査（機械検査作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｂ １ Ｂ ２

２級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９４



受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８ Ａ甲 １０

３級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８

Ａ甲 ９ Ａ甲 １０ Ａ甲 １１ Ｂ １ Ｂ ３ Ｃ １

機械保全（機械系保全作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ７ Ａ甲 １１ Ａ甲 １２ Ａ甲 ２１

Ａ甲 ２３ Ａ甲 ３７ Ａ甲 ４０ Ａ甲 ４１ Ａ甲 ４２ Ａ甲 ４４

Ａ甲 ４５ Ａ甲 ４７ Ａ甲 ４９ Ａ甲 ５０ Ａ甲 ５１ Ａ甲 ５３

Ｂ ２ Ｂ ３ Ｂ ４ Ｂ １３ Ｂ １４ Ｂ １７

Ｂ １８ Ｂ １９ Ｂ ２１ Ｂ ２７ Ｃ ２ Ｃ ８

Ｃ ９ Ｃ １０ Ｃ １２ Ｃ １３ Ｃ １４

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ６ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８ Ａ甲 １１ Ａ甲 １５ Ａ甲 １７

Ａ甲 １９ Ａ甲 ２０ Ａ甲 ２１ Ａ甲 ２７ Ａ甲 ３３ Ａ甲 ３４

Ａ甲 ３８ Ａ甲 ３９ Ａ甲 ４２ Ａ甲 ４４ Ａ甲 ４８ Ａ甲 ５５

Ａ甲 ５９ Ａ甲 ６０ Ａ甲 ６４ Ａ甲 ６５ Ａ甲 ６６ Ａ甲 ６８

Ａ甲 ７２ Ａ甲 ７３ Ａ甲 ７７ Ａ甲 ８４ Ａ甲 ８５ Ａ甲 ８６

Ａ甲 ８７ Ａ甲 ９０ Ａ甲 ９３ Ａ甲 ９６ Ａ甲 ９７ Ａ甲 ９８

Ａ甲 ９９ Ａ甲 １００ Ａ甲 １０１ Ａ甲 １０２ Ａ甲 １０９ Ａ甲 １１６

Ａ甲 １１８ Ａ甲 １２０ Ａ甲 １２１ Ａ甲 １２２ Ａ甲 １２６ Ｂ ２

Ｂ ３ Ｂ ４ Ｂ ５ Ｂ ８ Ｂ １０ Ｂ １１

Ｂ １２ Ｂ １６ Ｂ １９ Ｂ ２１ Ｂ ２２ Ｂ ２４

Ｂ ２６ Ｂ ２８ Ｂ ２９ Ｂ ３０ Ｂ ３１ Ｂ ３２

Ｂ ３３ Ｂ ３６ Ｂ ３８ Ｂ ３９ Ｂ ４０ Ｂ ４４

Ｃ ３ Ｃ ４ Ｃ ５ Ｃ ６ Ｃ ７ Ｃ １２

Ｃ １３ Ｃ １４ Ｃ １７ Ｃ １８ Ｃ １９ Ｃ ２３

Ｃ ２９ Ｃ ３０ Ｃ ３１ Ｃ ３３ Ｃ ３４ Ｃ ３５

Ｃ ３９ Ｃ ４１ Ｃ ４３ Ｃ ４４ Ｃ ４５ Ｃ ４６

Ｃ ４９ Ｃ ５２ Ｃ ５３

機械保全（電気系保全作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 １３ Ａ甲 １４ Ａ甲 １５ Ａ甲 １８ Ｂ ２

Ｂ ６ Ｂ ７ Ｂ ８ Ｂ ９ Ｂ １１ Ｂ １２

Ｂ １４ Ｃ ２

２級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９５



受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ７ Ａ甲 ９ Ａ甲 １０ Ａ甲 １１

Ａ甲 １４ Ａ甲 １５ Ａ甲 １６ Ａ甲 １７ Ａ甲 １８ Ｂ １

Ｂ ２ Ｃ １ Ｃ ４ Ｃ ５ Ｃ ７ Ｃ ８

Ｄ １

機械保全（設備診断作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ８ Ｂ １ Ｃ １ Ｃ ３ Ｃ １３ Ｃ １５

Ｃ １８

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ３ Ａ甲 ５ Ｃ ３ Ｃ ５ Ｃ ８ Ｃ ９

Ｃ １０

電気機器組立て（配電盤・制御盤組立て作業）

３級

受 検 番 号

Ａ甲 １

電気機器組立て（シーケンス制御作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 ３

２級

受 検 番 号

Ａ甲 ２

３級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２

半導体製品製造（集積回路チップ製造作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ８ Ａ甲 １２ Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ５ Ｃ ６

２級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９６



受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ４ Ａ甲 ６ Ａ甲 １４ Ａ甲 １５ Ｃ ３

自動販売機調整（自動販売機調整作業）

１級

受 検 番 号

Ｂ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ７ Ｂ ２

空気圧装置組立て（空気圧装置組立て作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６

Ａ甲 ７ Ｃ １

農業機械整備（農業機械整備作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ５ Ｂ ２ Ｂ ４ Ｂ ５

Ｂ ６ Ｂ ９ Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ａ甲 ６ Ａ甲 １１ Ｂ １ Ｂ ２

Ｂ ４ Ｂ ７ Ｂ ８ Ｂ ９ Ｂ １０

冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ７ Ａ甲 １１ Ａ甲 １２ Ａ甲 １３ Ａ甲 １８

Ａ甲 １９ Ａ甲 ２１ Ａ甲 ２２ Ａ甲 ２３ Ａ甲 ２４ Ａ甲 ２５

Ｂ １ Ｂ ２ Ｃ ２ Ｃ ３

２級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９７



受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ７ Ａ甲 １０

Ａ甲 １３ Ａ甲 １９ Ａ甲 ２０ Ａ甲 ２１ Ａ甲 ２２ Ａ甲 ２３

Ａ甲 ２４ Ｂ ２

和裁（和服製作作業）

１級

受 検 番 号

Ｃ １

２級

受 検 番 号

Ｃ １

強化プラスチック成形（ビニルエステル樹脂積層防食作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７

Ａ甲 ８ Ａ甲 ９ Ａ甲 １０ Ａ甲 １１ Ｂ １ Ｂ ２

Ｃ １ Ｃ ２ Ｃ ３

石材施工（石材加工作業）

１級

受 検 番 号

Ｃ ４

パン製造（パン製造作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２

菓子製造（洋菓子製造作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ｃ １ Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ５ Ｃ ６ Ｃ ７

菓子製造（和菓子製造作業）

２級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９８



受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ４ Ｂ １

建築大工（大工工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ３ Ｂ １ Ｃ ３ Ｃ ５

２級

受 検 番 号

Ａ甲 １

３級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６

かわらぶき（かわらぶき作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ７ Ａ甲 １０ Ｃ ２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８

配管（建築配管作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８ Ａ甲 １０

Ａ甲 １３ Ａ甲 １５ Ａ甲 １６ Ａ甲 １９ Ａ甲 ２０ Ａ甲 ２２

Ａ甲 ２３ Ａ甲 ２４ Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ４

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７ Ａ甲 ９

Ａ甲 １１ Ａ甲 １２ Ａ甲 １３ Ａ甲 １４ Ａ甲 １８ Ａ甲 ２１

Ｂ １ Ｂ ３ Ｃ ２

配管（プラント配管作業）

１級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号

１９９



受 検 番 号

Ａ甲 ４

２級

受 検 番 号

Ｃ １

型枠施工（型枠工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ８ Ｂ ３ Ｃ １ Ｃ ２ Ｃ ４

Ｃ ６ Ｃ ７

鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ６ Ａ甲 ８ Ｂ ２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ｃ １

コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 １

防水施工（アスファルト防水工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｃ １ Ｄ １

防水施工（合成ゴム系シート防水工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ｃ １

Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ４

２級

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号
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受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２

防水施工（塩化ビニル系シート防水工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ｃ １ Ｄ １

カーテンウォール施工（金属製カーテンウォール工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７

ガラス施工（ガラス工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ｃ １

２級

受 検 番 号

Ａ甲 ２

機械・プラント製図（機械製図手書き作業）

１級

受 検 番 号

Ｂ ２

２級

受 検 番 号

Ｂ ２

機械・プラント製図（機械製図ＣＡＤ作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ７ Ａ甲 １０ Ａ甲 １５ Ａ甲 １６ Ｂ １

Ｂ ４ Ｂ ７ Ｃ ２ Ｃ ４

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 １４ Ｂ １ Ｂ ３ Ｂ ４ Ｃ １

愛 媛 県 報平成２０年３月１８日 第１９４７号
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Ｃ ２

電気製図（配電盤・制御盤製図作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ｂ １ Ｂ ２ Ｃ １

２級

受 検 番 号

Ａ甲 １

金属材料試験（組織試験作業）

２級

受 検 番 号

Ｂ １

塗装（鋼橋塗装作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ７ Ｂ １ Ｂ ３

Ｃ １ Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ４ Ｃ ５ Ｃ ６

Ｃ ７ Ｃ ８ Ｃ １０ Ｄ １ Ｄ ２ Ｄ ３

Ｄ ４

２級

受 検 番 号

Ａ甲 １

樹脂接着剤注入施工（樹脂接着剤注入工事作業）

単一等級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ｃ ２

バルコニー施工（金属製バルコニー工事作業）

単一等級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ５
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